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本稿では、新型コロナウイルスのワクチン接種が進む、米国・中国・香港のワクチン事情につい

てお伝えします。 

１．米国の状況 

 国民へのワクチン接種が、バイデン政権によるコロナ対策の最重要施策の一つとして強力に推

進されており、4 月 22 日時点で成人国民の 5 割超となる１億 3400 万人以上が既に１回目の接

種を終えており、夏頃には集団免疫に到達する可能性も指摘されている。 

 ワクチン接種が強力に進められたことで、長く規制された社会活動も段階的に（一部の州では

一気に）緩和されるなど、経済社会活動にも大きなプラス材料となっている。 

 日本人駐在員にも接種は拡がっており、信金中金ニューヨーク事務所駐在員も米国でワクチン

接種を行った。それについて、当事務所が発行している「米国金融市場レポート」（別冊）にまと

めているため、あわせて参照願いたい。 

  ２．中国の状況 

一般市民を対象とするワクチン接種が本格化しており、４月 19 日時点で国内において 1 億

9500 万本の接種が行われている。接種本数は多いものの、人口対比ではようやく 10％を超えた

ところと、接種が広く進んでいる状況にはない。中国国内で生活している限り、感染を意識する

ことがほとんどないため、自発的に接種を受けようとする人が思いのほか少ない。そのため、地

方政府もワクチン接種の梃入れに注力している状況にある。 

日本人を含めた外国人への接種についても、北京市・上海市・広東省などにおいて既に始まっ

ており、上海では３月末から受付が開始した。日系企業の動向をみると、一部の企業で駐在員に

接種を推奨している例もあるが、多くの企業は現地判断にゆだねる、ないしは、対応は未定とい

う状況である。 

  ３．香港の状況 

 ２月下旬から医療関係者等優先接種者向けにシノバック（中国）およびビオンテック（ドイツ）

製ワクチンの接種を開始、その後段階的に接種対象者が拡大され、医学的な理由を除けば、国籍

問わずほぼ全居住者が接種可能となっている。 

 ただ、４月 18 日時点で２回の接種を完了した人の数は、109 万人と、全体の 14.4％にとど

まっている。歴史的経緯や昨今の政治情勢から、香港市民の中国への拒否反応が強い中、政府が

取り扱っている２種類のワクチンともに中国で製造されていることに対する強い警戒感が示さ

れていることなどが背景にある。 

 一方、香港政府がワクチン接種を条件とした飲食店・娯楽施設の利用制限や出入境時の隔離措

置の緩和の方針を発表したことから、接種は徐々に進むものと見られている。また、日本人駐在

員においても、当初は様子見の雰囲気が強かったが、各種規制の緩和にワクチン接種が必須とい

う方向性が見え始めてから接種の動きが拡大している状況にある。 
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